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中高層木造建築を可能とする
耐火技術の開発

▍技術のポイント
難燃処理によりスギ材のみで2時間までの火災に耐える集
成材等を東京農工大学、鹿島建設、ティー・イー・コンサル
ティングと共同開発し、1時間耐火の柱・梁の国交大臣認定
を取得 (申請者：鹿島建設、住友林業)しました。これらは長
崎県庁新庁舎や神田神社文化交流館、ジューテック本社ビル
等に使用されています。またCLTの壁を石こうボード等で被
覆し、2時間の耐火性能を実現し国交大臣認定を取得しまし
た(申請者：CLT協会)。

▍連携・橋渡しの方向
これらの成果は中高層木造建築物を可能とし、木材の利用
拡大に繋がります。今後の課題は、施工や製造方法を合理化
し、より利用しやすくするための技術開発などです。利用を
ご検討の方はご相談ください。

▍詳細情報
・プレスリリース：https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2018/20181116/

・特許：特許第4958098号

・論文等：建築学会環境系論文集, 75(657), 929-935(2010)、建築学会大会梗概集
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▍担当者
木材改質研究領域 ・ 上川大輔

図1 成果である耐火集成材の実用例：ジューテック本社ビル

（東京都港区新橋）

出典：鹿島建設株式会社報道資料
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